
　

我
が
国
の
水
産
業
は
、
畜
産
物
と
並
ん
で
重
要

な
動
物
タ
ン
パ
ク
食
料
を
国
民
に
供
給
（
総
供
給

量
の
二
割
）
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
米
、
魚
、
野

菜
、
大
豆
、
海
藻
を
基
本
と
す
る
日
本
型
食
生
活

に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
周
辺
水
域
に
お
け
る
水
産
資
源
の
悪

化
等
に
よ
り
、
総
漁
獲
量
は
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九

八
四
年
に
は
一
二
八
二
万
ｔ
に
達
し
た

が
、
九
八
年
に
は
六
六
八
万
ｔ
の
水
準

に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
減
少
分

（
食
用
、
非
食
用
と
も
）
は
輸
入
に
頼

っ
て
お
り
、
九
八
年
の
食
用
魚
介
類
の

自
給
率
は
五
七
％
と
過
去
最
低
を
記
録

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
水
産
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、

そ
の
将
来
の
在
り
方
を
探
ろ
う
と
八
二
年
四
月
に

設
立
さ
れ
た
の
が
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
「　

世
２１

紀
の
水
産
を
考
え
る
会
」
で
あ
る
。
同
会
で
は
、

設
立
以
降
ほ
ぼ
二
年
毎
に
テ
ー
マ
を
定
め
精
力
的

に
検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、
本
書
は
こ
れ
ま
で

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
「
世
界
の
食
料
問
題
と

日
本
漁
業
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
い
る
。

　

第
一
章
「
食
料
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
は
、

現
在
の
世
界
人
口
約
六
〇
億
人
が
途
上
国
の
人
口

急
増
に
よ
り
二
〇
二
五
年
に
は
九
八
億
人
に
な
る

と
す
る
国
連
の
推
計
を
も
と
に
、
魚
類
を
含
め
た

動
物
タ
ン
パ
ク
質
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
る

こ
と
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
魚
を
含
め
た

食
料
輸
入
に
頼
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。

　

第
二
章
「
各
界
有
識
者
が
訴
え
る
」
で
は
、「
周

辺
海
域
の
水
産
資
源
状
況
」「
二
〇
〇
カ
イ
リ
体

制
下
の
資
源
管
理
の
在
り
方
と
実
態
」「
水
産
物

貿
易
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
」「
水
産
物
産
直
と
地
場
流

通
」「
漁
業
振
興
と
地
域
社
会
」「
輸
入
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
今
日
の
伝
統
食
」「
水
産
先
進
国
と

し
て
の
国
際
貢
献
」
等
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
水
産
物
の
生
産
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
議

論
は
、
海
の
炭
素
固
定
量
か
ら
推
計
す
る
も
の
を

は
じ
め
、
諸
説
が
あ
る
ら
し
い
が
興
味
深
い
。
し

か
し
、
資
源
管
理
の
柱
で
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可

能
量
）、
Ｉ
Ｔ
Ｑ
（
漁
獲
割
当
制
）
の
前
提
と
な
る

だ
け
に
、
正
確
な
把
握
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、

学
校
給
食
で
米
飯
給
食
の
回
数
が
多
い
と
こ
ろ
ほ

ど
魚
料
理
の
回
数
が
多
く
、
か
つ
メ
ニ
ュ
ー
が
豊

富
で
喜
ば
れ
て
い
る
と
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、

米
（
農
業
）
を
守
る
こ
と
が
魚
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
米
と
魚
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
と
の

指
摘
は
説
得
力
が
強
い
。

　

第
三
章
「
イ
タ
リ
ア
視
察
旅
行
記
」
は
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
本
部
へ
の
訪
問
記
で
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
戦
略
的

ゴ
ー
ル
が
、「
食
料
の
安
全
保
障
」「
資
源
の
持
続

的
開
発
」「
環
境
保
全
」
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
実
現
に
向
け
て
漁
業
先
進
国
で
あ
る
日
本
へ
の

期
待
の
強
さ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
ま
と
め
と
提
言
」
で
は
、
将
来
の
食

料
不
足
を
踏
ま
え
て
、
日
本
近
海
の
生
産
性
な
ら

び
に
水
産
技
術
の
高
さ
を
生
か
し
、
日
本
漁
業
の

発
展
と
水
産
食
料
の
自
給
率
向
上
を
基
本
理
念
に

置
く
「『
食
糧
基
本
法
』
を
作
成
し
、
世
界
の
食
料

問
題
へ
の
貢
献
を
国
策
と
し
て
内
外
に
明
示
す

る
」
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
視
点
は
、
本
書
の
随
所
に
み
ら
れ
、

全
体
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
て
い

る
。

　

昨
年
七
月
、
新
農
業
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
食
料
自
給
率
を

向
上
さ
せ
、
総
合
的
な
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す

る
と
い
っ
た
視
点
が
弱
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
現

在
、
水
産
基
本
政
策
の
理
念
と
基
本
的
施
策
の
方

向
性
を
定
め
る
「
水
産
基
本
法
」
に
向
け
て
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
モ
チ
ー
フ
が

十
全
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。
本

書
は
、
水
産
・
漁
業
問
題
へ
の
理
解
の
手
助
け
と

な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
業
・
水
産
業

が
一
体
と
な
っ
た
世
界
な
ら
び
に
日
本
の
食
料
問

題
を
考
え
る
た
め
の
好
著
と
い
え
よ
う
。

（
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
二
三
〇
頁
、
二
、二
〇
〇
円
）

（
木
原　

久
）
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『
魚
は
人
類
を
救
え
る
か

　
　
　
　
―
食
料
問
題
へ
の
挑
戦
―
』

　

世
紀
の
水
産
を
考
え
る
会
編
（
成
山
堂
書
店
）
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